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■ タブレット端末活用オンライン学習会 
第１回は１０月２７日、３０日、第２回は１１月３０

日、１２月１日に実施しました。どちらの回も１００名を

超える先生方にご参加いただき、予想を遥かに超える人数

に先生方のタブレットへの関心の高さを実感しています。 

第１回では、Chromebook の基本的な操作について実

物を提示しながら説明し、G suite の主なアプリの説明、

活用事例の紹介を行いました。第２回では、Jamboard

（デジタルホワイトボードアプリ）に焦点をあて、基本的

な操作と実演、活用事例の紹介を行いました。３０分間の

学習会ということもあり、大まかなポイントを中心に説

明させていただきました。 

事後アンケートでは、参加者の先生方からたくさんの

ご感想やご要望、ご質問をいただきました。今後のオン

ライン学習会に活かしていきたいと思います。以下、一

部のご要望・ご質問に対する回答です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

Ｑ：各教科での具体的な事例をもっと知りたいです。 

Ａ：今後のオンライン学習会およびタブレット通信において、各教科の事例を紹介していく予定です。他

にも、教育総合研究所ＨＰからアクセスできる「学習支援システム」に、タブレット活用の教材を掲

載していきます。 

 

Ｑ：実際に Chromebook を操作しながら聞くとさらに理解が深まると思います。 

Ａ：各学校に Chromebook が導入された後に、参加者の先生方が実際に Chromebook を使いながら演習

できるような内容も検討しています。 

 

Ｑ：教科ごとの学習会があるといいと思います。 

Ａ：第３回以降の学習会は、各教科の事例紹介やタブレット端末活用についての意見交換ができるような

内容を予定しています。 

 

Ｑ：オンライン学習会の動画を後日配信してもらえませんか。 

Ａ：オンライン学習会では、演習やグループでの意見共有も考えているため、ライブでのご参加のみとさ

せていただきます。毎回、２日間設定いたしますので、どちらか都合のいい日にご参加ください。 

 

タブレット端末活用通信 第２号 

第１回 Chromebook の説明 

第２回 Jamboard の実演 



■ タブレット端末活用研究の拠点校 
 今年度、研究所では三国高校、美方高校、道守高校の３校を拠点校とし、「タブレット端末の効果的

な活用方法」について協働研究を行っています。三国高校では「数学」での活用法、美方高校では「数

学」、「総合的な探究の時間」での活用法、道守高校では特別な配慮（学習障害、外国籍等）が必要な生

徒に対する活用法についての研究に取り組んでいます。 

先日、美方高校（11/17）と三国高校(11/26)で数学の公開授業が行われました。美方高校では

GeoGebra（関数グラフアプリ）と Jamboard を併用した授業、三国高校ではロイロノートを活用した

授業を行っていただきました。現段階では両校とも Chromebook はまだ導入されていないので、研究

所の iPad を貸し出す形での一人一台端末活用の授業でした。生徒たちはこれまでにも数回タブレット

を使用しているため、タブレットの操作はスムーズに行えていました。 

これまでに拠点校で実施してきた事例については、共有教材として「学習支援システム」に随時掲載

していきます。この通信の末尾のページに、その教材を１つ添付しますので、ご参照ください。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

■ 文部科学省 「教育の情報化に関する手引」 
文部科学省は、令和元年 12 月、情報教育や教科等の指導における ICT 活用など、教育の情報化に関

わる内容の一層の充実と進展を図るために「教育の情報化に関する手引」を作成しました。また、令和

２年 6 月には、「教育の情報化に関する手引（追補版）」が公表され、GIGA スクール構想や遠隔教育推

進のための「著作権法改正」などが追加され、学習場面のイメージイラストも更新されました。 

手引きは全体で８章から成りますが、第４章では「教科等指導におけるＩＣＴの活用」として、学習

場面に応じたＩＣＴ活用の分類例やＩＣＴを効果的に活用した授業例、特別支援教育におけるＩＣＴ

活用について示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

美方高校での数学の公開授業 三国高校での数学の公開授業 

「教育の情報化の手引-追補版」 

第 1 章 社会的背景の変化と教育の情報化  

第 2 章 情報活用能力の育成  

第 3 章 プログラミング教育の推進 

第4 章 教科等の指導におけるＩＣＴの活用 

第 5 章 校務の情報化の推進  

第 6 章 教師に求められるＩＣＴ活用指導力等の向上 

第 7 章 学校におけるＩＣＴ環境整備 

第 8 章 学校及びその設置者等における教育の情報化 

に関する推進体制 

 

〇 ＩＣＴを効果的に活用した学習場面の 

分類例が更新。（次頁の図） 

〇 特別支援教育における ICT を活用し

た学習場面のイメージイラストが追

加。 

https://www.mext.go.jp/content/202007

01-mxt_jogai01-000003284_005pdf.pdf 

 

https://www.mext.go.jp/content/20200701-mxt_jogai01-000003284_005pdf.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200701-mxt_jogai01-000003284_005pdf.pdf


（文部科学省 「教育の情報化に関する手引」より） 

 
 
■ 文部科学省 「各教科等の指導におけるＩＣＴの効果的な活用に関する資料」 

 

〇 各教科等の指導における ICT の効果的な活用に関する参考資料  

各教科の指導におけるＩＣＴを活用する際のポイントや活用事例が文科省の Web サイトに掲載さ

れています。「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を行うに当たって、参考となると思

います。なお、本資料は令和２年９月のものであり、今後、随時更新される予定です。 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html 

 

〇 各教科等の指導における ICTの効果的な活用に関する解説動画 

  令和２年 10 月より、各教科等の指導における ICT の効果的な活

用に関する解説動画が文科省の Web サイトで公開されています。

教科ごとに解説動画および、解説動画内で使用している資料を掲載

しており、動画は YouTube 文部科学省公式動画チャンネルにて見

ることができます。 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00941.html 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00915.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00941.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

＜活用場面例＞ 問いに対する意見集約と共有 
 例：『羅生門』の本文の最後に「下人の行方は誰も知らない」とあるが、その後、 

下人はどうなったと考えるか。 

【国語科事例】学習場面 C2 協働学習 協働での意見整理（表現、考えの構築） 

使用アプリ：Google スプレッドシート 

他者の文量や表現が見えるので、自分の表現の参考にできる 

色分けを指定：賛成・反対など、どちらの

立場に立っているのかを一目で把握できる 

 
＜学習場面の概要＞ 
１．同時編集機能をもつスプレッドシートを配付する。 
２．生徒は、指定されたセルに課題（テーマ）に対する自分の考えを入力する。 
３. 共有画面に表示された他の生徒の考えや表現を参考にして、自分の考えや表現を検

討する。 
４．一覧表示画面をもとに互いの考えや表現について話し合い、アドバイスし合う。 
５. アドバイスをふまえて、自分の考えや表現を再検討する。 

＜メリット＞ 

・共同編集できる  ・表の形で見やすく共有できる  

 

【生徒】多様な意見、表現に短時間でふれられ、意見・知識の再構成

や深化に役立つ 
・文量や表現が見えるので、表現や考えの参考にできる 
・他の生徒の意見や表現を参考に、新しい視点から自分の考え
方を広げ、修正できる 

 
【教師】生徒の意見の把握がスムーズにできる 

・教師が取り上げるべき生徒の意見をスムーズに見つけられる 
・誰が入力しているかが分かる 

＜学習課題例＞ 

・評論文の要約 

・文学的文章の主題 

・登場人物についての分

析・考察 

・反論を作る 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用アプリ：Google スプレッドシート 

【数学科事例】学習場面 B2 個別学習 調査活動 

＜学習場面の概要＞ 

① ４７都道府県のデータから２変量選択し、散布図や相関関係を分析する。 

② 分析結果から、相関関係の理由や、外れ値の理由を予想する。 

③ ②の予想を裏付けるために、さらに要因となるデータを収集し分析する。 

④ 考察した内容を発表する。 

VLOOKUP 関数によ

り、番号を入力する

と、２変量のデータ

が抽出されるように

なっている。 

２変量の相関係数

と散布図が自動で

表示される。 

①  

②  

相関関係の理由や、

外れ値の理由を予想

し記載する。 

③  さらにインターネットで必要なデータを

収集し、分析・考察する。 

④  考察した内容を、クラス全体に発表

する。 

総務省統計局ＨＰより 

 ＜メリット＞ 

・表計算アプリを使って必要な情報を整理し、様々な関数を活用したり、グラフを作成させたりし

てデータを分析することを通して、「情報活用能力」を育成できる。 

・実際のデータを素材にして活用する体験を通して、数学のよさを感じさせることができる。 



 

 

 

＜本時①＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本時②＞ 

 

 

 

 

 

 

 

【英語科事例】学習場面 C1 協働学習 発表や話合い（意見や考えの再構築） 

使用アプリ：Google Jamboard、Google ドキュメント 

 

＜学習場面の概要＞ 

テーマ「市内全中学校の統合案に賛成か反対か」 

ねらい：協働学習を通じて視点を広げることで、思考の深化・意見の再構成を促す。 

 学習活動 使用アプリ 

前時 スピーキング活動などを通じて、個人で意見を構築 Google ドキュメント 

本時① 賛成者同士、反対者同士のグループで協働し意見を構築 Google Jamboard 

本時② グループで１つの意見書（英作文）を共同編集 Google ドキュメント 

次時 グループプレゼンを録画、最も同意する意見を個人投票 Google フォーム 

 

＜メリット＞ 

思考ツールと Jamboard の組み合わ

せは、生徒の視点を広げ、思考の拡

散→収束を促進する上で、大きな可

能性をもっています。 

活動内容の説明 

賛成者同士、反対者同士でグループ意見を作成します。 

理由を考える際に、Jamboard を活用します。 

見本として、思考ツールである X チャートを使用。 

大きな視点と小さな視点の両方を協議するように指示 

友情 

学習環境

友情 

生徒の活動 

学び 

説明で使用した見本 

操作については詳しく説明しなくても、生徒たちは

すぐに Jamboard を使いこなします。 

大きな視点：①勉強②行事③その他 

あるグループの活動内容 

視点を出し合った後、グループ意見書を作成するために、理由 

（視点）を２つ協議して選び、英作文を共同編集しています。 

グループ意見書の共同編集 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理科事例】学習場面 C2 協働学習 協働での意見整理 

使用アプリ：Google スプレッドシート 

＜化学分野＞ ～中和滴定～ 

酸の水溶液に一定量の塩基の水溶液

を滴下しながら、センサーでｐH を測定

し、記録する。 

ここで働かせる見方・考え方 

〇量的・関係的な見方、関係付け、条件制御の考え方など 

探究の過程における結果の処理や考察の際に、実験データの記録やグラフ化にタブレット

端末を活用することで、理科の見方・考え方を働かせる活動を活性化させる。 

＜メリット＞ 
従来はグラフ用紙に手書きしていたものを、アプリを使うことで、変化の様子や関係
性の把握を即時に行うことができる。速やかにデータ処理を行うことで、考察や結果
の共有にしっかりと時間をかけることができる。また、各班の結果を１つのファイル
に集約することで、タブの切り替えだけで他の班との比較や共有ができる。 

 

 

＜学習場面の概要＞ 

実験で得られたデータをスプレッドシートに

入力し、表やグラフに表す。結果を速やかに

グラフ化し、個人あるいはグループで考察し

た後、クラス全体で結果を共有する。 

 

中和滴定曲線の作成例 

＜物理分野＞ ～ダイオードの I-V 特性～ 

ダイオードに電圧を加えたときの、電流 I と電圧 Vの値を測定し、

記録する。 

データの範囲を指定し、「挿入」からグラフを選択すると 

グラフが作成される。グラフの種類や書式も設定できる。 

スプレッドシートでまとめた結果に

ついて、グループで考察。 

 

同時編集が可能な指定のファイルを配付すれば、班ごとに

同じファイルの別シートに入力可能。全班の結果が１つの

ファイルに集約され、比較が容易。 

スプレッドシートでまとめた結果に

ついて、グループで考察。 

 



 

 

 

 

 

 

【地理歴史・公民科事例】学習場面 C2 協働学習  

ＫＪ法や思考ツールの活用により対話を深める 

使用アプリ： Jamboard 

＜学習場面の概要＞ 

Jamboard を活用し、KJ 法に

よって学習を行う。デジタル

資料を提示し読み込む。その

後グループに分かれて意見交

換を行う。 

Jamboard に思考ツールを貼

り付けて活用し、多角的・多

面的にグループの考えをまと

めていく。 

＜メリット＞ 

タブレット端末を活用することでカラーの

資料や動画資料を瞬時に提示することができ

たり、生徒の意見を一目で共有できたりする

ため、ＫＪ法を取り入れた授業など、より対

話を深める授業が行いやすくなる。学習場面

に応じた思考ツールを共有することによって

多面的・多角的に考えられるようになる。 

ここで働かせる見方・考え方 

〇社会的事象の歴史的な見方・考え方 

「社会的事象を時期、推移などに着目して

捉え、類似や差異などを明確にしたり事象

同士を因果関係などで関連付けたりするこ

と」 

南北戦争にいたる多様

な人々の対立や江戸幕

府の長期政権成立の要

因など多面的・多角的

な資料をもとに考える

活動を行う場合に効果

的な学習ができる。 

ＫＪ法による学習において

〈ペア学習→グループ学習

２編成→発表→評価〉を１時

間に組み込むことは、従来の

歴史学習や紙でのワークシ

ート配布や回収そして発表

という形の授業展開では時

間的に難しい。しかしタブレ

ット端末を活用するとより

円滑にＫＪ法行うことがで

き、資料配付などの手間が省

けることで学習の密度が濃

くなる。 

 

暗記中心と思われがちな

歴史分野の学習において、

協調学習をベースとし、思

考ツールを活用すること

で自立した学びができる

ようになる。 生徒の意見を瞬時に確

認することができるた

め、支援が必要な班に

のみ資料（ヒント）を

送れる。また、意見の

共有も瞬時にできる 

 



 

 

 

 

■使用するアプリ  ロイロノート 

■使用する機器  教師用タブレット端末、生徒用タブレット端末（１人１台）、プロジェクター 

■授業の概要 

順列や組合せの考え方を用いながら、条件に合った色の塗り分け方の総数について考える。ロ

イロノートを使って、教師側から配信された問題カードに直接色を塗りながら塗り方の総数を考

え、解答や考え方を解答カードに書いて提出をする。まずは個別学習で基本問題に取り組み、次

にグループ学習で応用問題に取り組む。提出された解答カードをクラス全体で共有したり比較し

たりしながら思考を深めていく。 

■タブレット端末活用のねらい 

 ・さまざまな色の塗り分け方を簡単にシミュレーションができる。 

・クラス全員の考えを、すぐに共有・比較ができる。 

■授業の流れ  

 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

導
入 

○ロイロノートの使い方の確認をする。 

（簡単な質問で練習する） 

・カードの作り方や提出方法などを確認す

る。 

 

展
開 

 
 

① 

② 
 
 
 

③ 

 

 

 

○個別学習 

・問題カードに 5色を塗り分け、提出する。 

・解答カードに解答を書き、提出する。 

・クラス全体で解答を共有する。 

 

 

 

○グループ学習 

・グループで解法を考え、グループの代表

者１人が解答カードを提出する。 

・クラス全体で各グループの解答を共有す

る。 

・他グループの解答も参考にしながら、再

度グループで考える。 

・クラス全体で発表する。 

 

 

 

 

・提出されたカードをプロジェクターで映

しながら、いろいろな塗り方や解答を比較す

る。 

 

 

 

 

 

 

・ヒントとなるような解答をプロジェクタ

ーに映し、全体で共有する。 

・場合分けが必要であることに気づかせる。 

 

ま
と
め 

〇授業の振り返りアンケート 

・配信されたアンケートカードに回答を入力す

る。 

・アンケートの集計結果をプロジェクターに映

し、授業内容のまとめをする。 

数学A 場合の数 「色の塗り分け」 

（２）同じ色を何回使ってもよいが、隣り合う部分は異なる色とする場合、何通りの塗

り方があるか。 

5 色の絵の具を使って、図中の A～E を塗り分けるときの場合の数を考える。 

（１）5 色すべてを使う場合、何通りの塗り方があるか。 

※タブレット端末活用拠点校（三国高校）の実践事例 

「学習支援システム」の「教材・教具」に掲載しています。 



■使用した教材等 

＜問題カード＞ 

※パワーポイントやワードなどで作成したワークシートを PDF 形式に変換し、ロイロノートの［ファ

イル］から読み込んでカードを作成した。 

 
 

 

 



■授業実践のポイント（県立高校 1年生 37 名クラスで実践） 

① 塗り分けのシミュレーションをする 

実際に色を塗ることで、いろいろな塗り分け方があることに気づかせることができた。タブレット上

で指で簡単に色を塗ることできるので、生徒は積極的にいろいろな塗り分け方を考えていた。また、他

の生徒と見せ合ったり、クラス全員の塗り方を共有・比較したりすることで、塗り分け方がたくさんあ

ることに気づき、問題１に対する問題理解につながった。 

  

 

② 他者の考えと比較をする 

 生徒から提出された全ての解答カードを、教師側の

［画面配信］機能でクラス全体で共有した。同じ答えで

もさまざまな解法が見られ、それらをいくつか発表して

もらいながらクラス全体で共有し、解法の比較を行っ

た。教師側の［比較］機能を使うことで、複数のカード

を選択し並べて表示することができるので、比較がしや

すくなる。生徒用タブレットでも同じように自分たちで

解答を選択して並べて比較することができる。 

 



生徒 4名の解答カードを［比較］機能で表示 

 

③ グループで思考を深める  

 問題２では、４～５人でグループ学習を行った。それ

ぞれでいろいろな塗り分けのパターンをシミュレーシ

ョンし、お互いに画面を見せ合いながら自分の考えを説

明した。グループでまとめた解法は、グループの代表１

人が解答カードにまとめ、［提出］機能を使って教師用タ

ブレットに提出した。各グループから提出された解答カ

ードはクラス全体で共有し、他グループの考えも参考に

しながら、さらにグループ内で思考を深めていった。 

 

■授業実践を振り返って 

 今回のような問題ではロイロノートを使って実際に色を塗り、視覚的にいろいろなパターンを提示す

ることで解答のイメージがつきやすくなった。また、思考を可視化することでお互いの意見交換もしや

すくなった。ロイロノートはクラス全員の考えを簡単かつ迅速に共有・比較することができるので、グ

ループ活動がスムーズに行うことができた。今回の授業実践ではロイロノートを初めて使用したという

こともあり、授業の前半に時間がかかりグループ活動の時間が少なくなってしまったが、時間があれば

より思考が深まったと予想される。 

 

 



 

■生徒の授業振り返りアンケート集計（回答 37/37） 

ロイロノートの［アンケート］機能を使ってアンケートを作成した。アンケートは生徒全員に一斉配

信することができ、生徒は簡単に回答・提出することができる。集計も自動処理されるので、すぐに集

計結果をクラス全体で共有することができる。 

 

【１】 今日の授業の内容で学んだことや気付いたことを書いてください。 

・様々なパターンで考える方法もあると思った。 

・順列にもいろいろあると思った。 

・順列を使うと早く解けるので相当便利だと思った。 

・色分けの場合がたくさんあって驚いた。 

 

【２】 今日の授業の内容について、自分の考えを深めることができましたか。 

   
【３】他生徒の考えを取り入れながら、グループで協力して取り組むことができましたか。 

   
【４】今日の授業でタブレットを使ってみた感想を書いてください。 

・クラスの人の考えを知ることができたのが凄く面白かった。 

・いろんな人の考えを一気に見ることができてよかった。 

・解答を共有できるシステムがとても良かった。これからも導入してほしい。 

・自分の考えと他者の意見が違うことがわかった。 

・共有できるというのが新しくとても楽しかった。 

・名前が表示されないので、恥ずかしがらずにできたのが良かった。 

・機械音痴の割にはできたので良かった。 

・タブレット授業は紙よりやりやすかった。 

・あまり慣れない。 

２人の【４】の感想 

・難しかった。みんなの考えを知るこ

とができた。 

・さまざまな考え方があって面白いと

思った。 

 

→問題は難しかったが、他生徒の考え

はしっかり聞けていたと思われる。 

 


